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江戸時代中, 後mの住まいについての研究

　　　　　　一家相の文献を通して一

東京家政学院大学　○村田あが　中原暢子

（第一報）

殖産住宅相互㈱

〔(社)日本家政学会

矢藤仁美

目的　S 代においては.古めかしい占いや迷信として片付け6れることが多く，これまで

住居学や家政学の分野で，古い文献の紹介，分析がなされることの少なかった家相をとり

あげ. 江戸時代中. 後期の家相の文献を通して当時の住まいの捉え方｀を探り．家相の位置

づけについて考察する．

左藍　東京家政学院大学図書館大江文庫所蔵の江戸時代の住まいに関する文献のうち，

［家相図解］　上・下　松浦東鶏（久信）著　　　　　　寛政10年( 1799)刊

［相宅小鑑］　上・下　苗村三絃口述，奥田庸徳編　　享和2年( 1802)刊

「’家相秘伝集」上・下　松浦琴鶴著　　　　　　　　　　天保ll年( 1841 )刊

以上３冊を読み，文化財指定物件である2府22県38軒の江戸から明冶にかけての住宅の家

相図例と合せて分析. 考察を試みる．更に-設計事務所の住宅設pTの事例杓30≪例を調査

することにより現代における家相の捉え方を探る．　　　　　　　　　　　　　．

桔果　住まいについて書かれた江戸時代中,I後期の文献の中でも. 家相の文献にはより具

体的な住まいのあり方についての提言が多く見られる．多少神がかった大袈mな言回しや

戒めという手法を用いてはいるが，その内容は宅地の選び方. 家屋門戸の建て方，間取り

の考え方，水回りや住宅の外構等々微細に入り，庶民の住意識を高揚する効果も十分にあ

ったと思われる. apち家相の文献は当時の住居学のテキストのひとつと位置づけることが

できる. 続く第2 ，第３報ではその具体的な内容を紹介，i)析し，併せて江戸から現代t:

至るまでの住まいの捉え方について考察する．

江戸時代中，後mの住まいについての研究

　　　　　　　一家相の文献を通してｰ( 第二報）

○殖産住宅相互㈱　　矢藤仁美　　東京家政学院大学 中原暢子　村田あが

u飽　第１報に続いて，その内容について述べる．

方法　主に「家相秘伝集」上・下　松浦琴鶴著　天保11年( 1841）刊を中心にして，

方位の基準となる中央の定め方をはじめ，ii戸時代家相で最もよく考えられていた門戸，

井戸，かまど．かわや等の水回りについて詳述する．

桔果　「家相秘伝集」の序文にsく，“それ陰陽清爾は天地自然の表裏上下尊卑の起源な

り. (中略）これ物に貫賤の別ある所以なり. Jinして各々其分を守て争ざるものは偏leじ

ん,道義を重ずるによる是を以その居所に於も亦宮殿楼閣坊舎押亭おのおの分に応じて其制

異なり．”とあり，そのことについで夫子と幄はその塞らんよりむしろ倹ぜよと日り．

四民其職業に随い分限を辨へ花美を除き専ら質素を守ことすべて長久の基ふして是亦宅舎

古相をしくの要道たり．９との文章でもわかるように.分限相応で欲におぼれることない

生活を営むこととの教えが述べられている．また，“既に地宅両古相をしくといえども主

人亦正しからざるときは，えきなきに近く（中略)其地宅古なれば必ず善をこのみ地宅凶

なれば極て悪を好．古凶の然しむる所なり．ただ主人正しといえども，地宅凶なれば其利

起らず．地宅とじん気の両古互に依ってさいわいをまねくなり．”と述べられている．

卜

めの家づくりのひとつの方法を記した指導書でもあり，また，人の生き方を教えるひとつ

の教科書的な役割も果たしていたと思われる．


